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研究成果の概要（和文）：菌類の種同定に関する2つの前提、すなわち、ブナ類を中心とした同属の木本植物に
寄生する、ある属の菌種は同一種 (普遍種) であるという考え (前提1) と、日本産タケ類寄生菌は独自の種 
(固有種) で構成されているという考え (前提2) について形態比較と分子系統解析により検証した。前提1は概
ね否定され、前提2は概ね肯定される結果となった。本研究により得られた菌類の分類学的検討を進め、1新目・
10新種（8新組合せを含む）の菌を命名・記載し、日本産菌類の多様性の一端について明らかにした。

研究成果の概要（英文）：Plant parasitic fungi in Japan have been identified mainly based on two 
assumptions. For example, fungi on woody plants such as beeches (Fagus spp.) have been considered to
 be the same species (universal species) between Japan and Europe/America (Assumption 1). It has 
also been believed that some fungal species on bamboos in Japan are composed of unique species 
(endemic species) (Assumption 2). These assumptions about species boundaries of ascomycetous fungi 
in Japan were tested by morphological comparison of phenotypic characters and phylogenetic analyses 
using molecular data. Assumption 1 was generally rejected, while assumption 2 was generally 
accepted. One new order and ten new species (including eight new combinations) of ascomycetous fungi
 were discovered and described, demonstrating species diversity of fungi in Japan.

研究分野： 菌学

キーワード： 菌類　種分類　隠蔽種　分類体系　生物多様性　固有種

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
日本産菌類の種に関する「普遍性」と「固有性」という対照的な特徴について、形態学的・分子系統学的に検証
した。結果として日本の菌類相は従来考えられていたよりも、より多様な種により構成されていることを明らか
にした。菌類の種同定に関連した従前の前提を見直すことで、菌類における種の考え方を根本的に変えていくき
っかけになることが期待できる。本研究課題を進めるなかで約400株以上の純粋培養株を新たに取得した。これ
らを微生物遺伝資源として系統保存するとともに、有用代謝産物の探査源として整備・利用した。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 
真菌類（以下、菌類とする）の種数は 150 万種と見積もられているが、これまでに全世界で約

10 万種程度しか見いだされていない。日本からは約 1 万 2 千種が報告されているが、多数の未
記載種が存在することは間違いなく、日本産菌類の種構成を正しく理解するために、菌類分類学
が果たすべき役割はまだ大きい。 
形態形質に基づく従来の伝統的菌類分類学は、近年、分子系統学的に再検討され、大幅改訂が

進められている。「科」レベルでは、新規系統群が次々に発表され、子のう菌門のクロイボタケ
綱では、4年の間に 41 科から 105 科へと系統的知見が大幅に増加した。「属」レベルでも、新属
の発見や再編が盛んに進められている。これらの進展は、特定の分類群をターゲットとした国際
的コンソーシアムによる分類改訂や、従来は重要視されてこなかった無性生殖世代形質の菌類
分類体系への統合が契機となっている。一方、他分野に対して波及効果の大きい菌類の「種」の
把握では、DNA バーコーディング領域（核リボソーム DNA 内部転写スペーサー領域：ITS）が定
められていることから、問題がないように思われがちである。しかし実際には、単一種と考えら
れていた菌群から、複数の隠蔽種が見つかる事例があり、正確な種同定は容易ではない。そこで、
日本産菌類の種構成を解明するために、従前の種同定に用いられてきた「前提」を根本的に見直
す必要があるのではないかと考えた。 
日本の菌類分類学は、欧米の研究成果をいわば手本として進展してきた。例えば日本産ブナ属

の寄生菌を種同定する際には、それらの成果を基に検討され、よほど顕著な形態的差異が認めら
れない限り、欧米産の菌種と同種であると判断されている例が多い。すなわち、特に明確な根拠
は無いものの「同属の木本植物に寄生するある属の菌種は同一種（普遍種）である（前提 1）」と
見なされてきたのが現状である。例えば、Asterosporium asterospermum という菌は、元来ヨー
ロッパブナから記載された菌種であるが、その後、日本のシロブナやイヌブナからも見いだされ、 
A. asterospermum と同定されている。しかし、申請者がこれまでに行った分子系統解析の結果
から、日本産の本菌群には、本家のヨーロッパブナ寄生種とは明確に異なる複数種が存在するも
のと考えられた。つまり、誤った前提のもとに、日本産菌類の多様性は過小評価されており、真
の菌類相を把握できていない可能性が高い。 
対照的に、日本で独自に研究されてきた菌群として、タケ類寄生菌が挙げられる。日野・勝本

（1938–1961; 山口大学）は新属・新種を含む 200 種以上の菌種を命名し、以来これらのタケ類
寄生菌は、日本からしか知られていない固有種と認識されている（前提 2）。しかし、従前の研
究では純粋培養株が得られておらず、それに伴って塩基配列データも不明である種が大半を占
める。近年では、タイや中国を中心に、アジアに分布するタケ類の寄生菌が研究されているが、
命名済みの日本産タケ類寄生菌種は分子系統解析に加えられないことから、半ば無視された状
態にある。しかし、日本および東南アジアの本菌群は、ある程度共通の種で構成されていること
を、申請者は把握しつつある。明確な根拠のない日本産タケ類寄生菌の固有性という前提につい
ても、再検討が必要であると考えられる。 
 
２．研究の目的 
 
本研究では日本産菌類に関する

「普遍性」および「固有性」といっ
た対照的な事象について再検討す
ることで、日本における菌類種構成
の再評価を行い、その菌類相の実体
解明を試みる（右図）。 
ブナ類寄生菌およびタケ類寄生

菌をモデルに、日本および国外の菌
種を比較し、菌類種同定の根底にあ
った前提の検証を試みる。本研究を
通じ、日本産菌類はより多様な種で
構成されていることが明らかにな
ると予想できる。 
前述の「前提」を検証し、各菌類

種の宿主特異性や分布範囲を厳密
に評価することで、菌類の種に関す
る考え方を抜本的に見直す大きな
契機とすることを目的とする。日本
は特に菌類多様性が高い地域であ
るとされているが、実際にはそれを 

＜モデル＞ ブナ類寄生菌
【前提1】 日本産菌類種は欧米産
菌種と同じ？ = 多くは普遍種？

欧米で研究が盛ん
→ 日本産菌類の情報が必要

409株を現有

【課題】 普遍種として記載済みの
種の再発見と、分子データを基に
した正確な種同定の再検討が必要

【予想】 日本には日本のブナ類に
寄生性を特化させた独自の菌類種
が多様に存在する

＜モデル＞ タケ類寄生菌
【前提2】 日本には独自の菌類種
が多い？ = 多くは固有種？

日本での研究例が多い （形態デー
タのみ）→ 国外との比較が必要

633株を現有

【課題】 培養株のない日本産「固有
種」の再発見と、解釈基準標本の
設定による古い種の復活化

【予想】 日本産「固有種」は海外に
も分布するが、従前の理解よりさら
に多様な日本産菌類が存在する

真の日本産菌類の種構成を把握する（より多様性が高いことを予測）

普 遍 性 固 有 性

【本研究の概要】これまでの研究により、2 つの前提を検証するため
の培養株を多数取得済みである。「普遍性」および「固有性」は否定
されるものの、結果として日本産菌類の多様性が示されるものと予
想する。これまで申請者が取り組んできた、子のう菌門を研究対象
とする。 



体系的に証明した事例はなく、本研究により、従来低く見積もられていた日本の菌類多様性を、
真の意味で明らかにできると考えられる。申請者が確立した培養菌株の一部から、多数の新規有
用代謝産物が見いだされており（論文計 20 報以上）、遺伝資源の確保およびその後の有効活用と
いう面でも本研究は重要であるといえる。 
 
３．研究の方法 
（1）ターゲットとする菌種の選定と採集 
 2019 年度は各前提について検討する種を選定した。多数の菌株に基づき形態的変異性や塩基
配列の違いを比較する必要があるため、選定種の試料収集に重点を置いた。前提 1では、青森県
および四国地方においてブナ類寄生菌類の採集調査を行った。前提 2では、多くのタケ類寄生菌
の基準産地である山口県を中心に調査を行い、解釈基準標本（以下、エピタイプ標本）の候補と
なる試料の収集を試みた。2019 年度の結果を基に、その後は補完的な採集調査を行った。 
 
（2）培養株の確立と培養下における胞子形成誘導 
 採集された菌類標本から単胞子分離を行い、純粋培養株を確立した。様々な滅菌植物片を置床
した寒天培地にて菌を培養し、温度および光条件を検討することで、培養下における有性・無性
世代の胞子形成誘導を試みた。 
 
（3）各菌株の DNA 抽出および塩基配列の取得 
 得られた菌株について、バーコード・マーカーである核リボソーム DNA 内部転写スペーサー領
域（ITS）または 28S nrDNA の塩基配列を取得し、おおまかな系統的特徴を把握した。各菌群に
おける従前の研究背景に従い、ベータチューブリン（β-tubulin）、転写伸長因子（TEF-1α）、
RNA ポリメラーゼⅡサブユニット（RPB2）、アクチン（ACT）などさらに系統的解像度が高いマー
カー配列を取得し、多領域遺伝子配列に基づく分子系統解析のための準備を整えた。 
 
（4）分子系統解析 
 対象とする菌群ごとに、複数遺伝子の塩基配列に基づいた精度の高い分子系統樹を構築し、系
統情報を把握した。 
 
（5）形態的差異の解釈 
 天然標本上および培養下の菌について、顕微鏡観察をすることで形態的特徴を把握し、分類学
的な結論を得た。タケ類寄生菌については、正基準標本（ホロタイプ標本）との形態比較から、
新たな分類基準となるエピタイプ標本を選定した。未記載種を正式に記載し、日本産菌類の多様
性の一端を明らかにした。 
 
４．研究成果 

2019 年度に、研究対象であるブナ類およびタケ類の寄生菌を採集調査し、約 300 菌株以上の
の試料をあらたに得た。それらから DNA を抽出し、ITS および 28S nrDNA の塩基配列を取得する
ことで、基本的な系統情報を把握した。調査地点とした東北および中国・四国地方の、両方に見
られる広域分布種がいる一方で、限定的に生息する菌種もみられ、その種多様性がうかがえた。
さらに、これまでの研究で得られていたブナ寄生菌（約 400 菌株）とタケ類寄生菌（約 630 菌
株）の一部について、DNA の抽出とバーコード領域の塩基配列の取得を進めた。 
2020 年度および 2021 年度は、前年度までの結果に基づいた補完的な菌類採集調査を行うとと

もに、DNA 未取得株からの DNA 抽出と、ITS および 28S nrDNA 以外（RPB2、TEF-1α、ACT、β-
tubulin）の配列決定を進めた。 
ブナ類寄生菌では 475 菌株のうち 46菌株で、ITS 領域の塩基配列が既知種の配列と 100%一致

した。これらには他の遺伝子領域に基づくと、当該菌種とは別種であることが示唆される株もあ
ったことから、46 菌株には複数の隠蔽種が含まれているものと考えられた。つまり、欧米の種
構成と類似していると従来考えられてきた、日本におけるブナ類寄生菌類の「普遍性」はかなり
低いものと推測された。逆に言えば、日本独自の固有種を多数含む菌類種構成であることが示唆
された。 
タケ類寄生菌では 782 菌株のうち 127 菌株で、既知種との相同性が 100%であった。ただし、

それらの多くは申請者らが過去に日本のタケ類から記載した菌種であり、日本以外から報告さ
れた種と一致する株は 10株に満たなかった。Caryospora 属、Mycopepon 属、Spirodecospora 属、
Tetraploa 属の一部の種で、日本のみならず国外においても広く分布する菌種が見出されたこと
から、日本におけるタケ類寄生菌の固有性は必ずしも肯定されるものではないが、その多くは日
本固有の種である可能性が示唆された。 
 本研究を通じ、ブナ類を中心とした特定の木本植物属に寄生し広く分布する普遍種が見出さ
れた一方で、日本産菌類には固有種と思われる独自の種が多数存在することが示唆された。タケ
類寄生菌では、日本と東南アジアにおいて普遍的に見出される共通の種も見られたことから、日
本産菌類の固有性は部分的に否定されたものの、固有種と思われる菌類の割合がかなり高いこ
とも示された。過去にハチクから Pleospora punctulata として記載され、その後実体が不明で
あった本種に対しエピタイプ標本を新たに設定し、エピタイプ標本由来の培養株から各種塩基



配列を取得することで、本種が Thyridium 属の所属菌であることを明らかにした。その他、エピ
タイプ標本の候補にできる試料を複数得た。 
 以上のとおり、菌類の種同定に関する 2つの前提、すなわち、同属の木本植物に寄生するある
属の菌種は同一種 (普遍種) であるという考え (前提 1) と、日本産タケ類寄生菌は独自の種 
(固有種) で構成されているという考え (前提 2) について検証した。前提 1は概ね否定され、
前提 2 は概ね肯定される結果となった。これにより、日本における菌類種構成の実体解明が進
み、これまでの予想以上にその多様性が高いことが明らかになっていくものと考えられる。その
他、本研究課題を進めるなかで約 400 株以上の純粋培養株を新たに取得し、有用代謝産物の探査
源として整備・利用した。また、その分類学的検討を進め、1新目・10新種（8新組合せを含む）
の菌を命名・記載することで、日本産菌類の多様性の一端について明らかにした。 
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